
【創垂館の今後の利活用について】  

第１回小牧市青年の家運営委員会でのご意見と現状報告  

 

 

 

  

 

ご意見  回答  

今後の方向性について  

・利用方法について別々での貸出となるのか。  

・創垂館を青年の家の付属施設としてではなく、創垂館の

みでの規定を定め、管理については青年の家と取りまと

めて行えば活動がしやすくなると思う。  

・新たな規定を定めるのであれば、３９歳までの年齢制限

をなくしてほしい。  

・小牧山保存活用計画書には、復原工事後に創垂館を一般

公開していくことと記載してあるように、今後の活用を

考えるのであれば、年齢制限をなくすと活動の幅が広が

ると思う。  

保存修理工事後は広く市民の施設利用を目指すため、青年の

家の付属施設ではなく、創垂館単独の設置及び管理に関する

条例の制定を予定している。  

利用について  

・宿泊はできるのか。  

 

 

夜間利用、貸出は管理上の問題等があり、難しい。  

ただし、必要があれば開館及び貸館は可能とするよう検討中。 

※過去も条例等では、宿泊利用は設定されていない。  

・茶堂、華道、詩吟などの活動ができれば良いと思う。  

・茶道、華道以外に、怪談話を話す場として利用するのも

面白いと思う。  

広く市民の文化的活動の場としての貸館を行うとともに、歴

史的建造物としての価値も広く周知するため、施設の見学や

イベント等の実施についても検討中。  

・青年の家の横通路から創垂館までの道のりについて舗

装してもらえるとありがたい。  

青年の家から創垂館までの道のりの舗装については、史跡小

牧山地内のため、現時点では予定はない。  

飲食について  

・条件付きで飲食を認めてほしい。  

・１日利用する場合は昼食可としてもらえるとありがた

い。  

・飲食を禁止とすると、利用方法に制限がかかってくる。

利用方法に工夫が必要であると思う。  

・イベントや申請があった場合のみ飲食を認めるなど、飲

食については条件付きで認める方向で進めてほしい。  

他の社会教育施設と同様、所定の場所での飲食は可とする方

向で検討中。  

備品について  

・長い座敷テーブル、座布団があると良い。  

また、足が悪い人も多いのでイスもあると良い。  

・会議利用もできるのであれば、ホワイトボードやプロジ

ェクター、スクリーンなど、視聴覚関係の備品もあると

良いと思う。  

 

創垂館の利用開始に伴い、備品の購入を予定している。  

なお、購入備品については創垂館の今後の利活用方法をもと

に検討していく。  

 

その他  

・管理上の問題として、これまでは青年の家を通って創垂

館へと通路が続いていたが、復原後は表側、裏側の両方

から入れるとなると心配である。  

防犯カメラ等の設置を予定している。  

なお、設置場所については検討中。  


